
（令和になって2回目の南木倶楽部勉強会）令和元年年8月24日（土） 
第41回「南木倶楽部全国勉強会」（第126回大阪読書研究会）レジュメ 南木隆治  

（はじめに）『令和』の始まりと共に、世界史の新しい局面が始った。これから数年間激動の時代になる。

現在「戦争」は進行中である。今度は「戦勝国」として次の時代を迎えねばならない。日本は必ず勝てる。「南

木倶楽部」に来ている人は、まず「健康」に留意して、「心に余裕と、暖かさ」を保持して、仲間内のつまら

ない争いに巻き込まれず、「お国の一大事」に対応して欲しい。 

石黒さんは始められた「日の丸行進」健康にも良いので、ぜひ多数の参加を。この頃は大阪の高校生が

国旗の小旗を取りに来てくれる事がよくあるので嬉しい。 

＊ 前回も言ったが、東アジア冷戦の最終場面。チャイナ共産党崩壊まで行かないと次の時代は始らない。

半島は北によって統一される。その統一朝鮮は、必ずチャイナではなく、日米の側につく。韓国の

「GSOMIA」破棄で「予想外」と大騒ぎになったが、トランプ大統領も、安倍首相も、怒ったり、困惑

したりの振りはする事はあるかもしれないが、実際は全て予定通りに事が進んでいるだけ。 

本年五月以降『天皇の祈り』は倍になっているから、我が国は急成長期に入っている。 

＊ 井上さんが、ウクライナまで「現地調査」に行ってくださった事。 

＊ 我々日本人には皆、戦国時代の歴史が常識としてあるのだから、今、世界は戦国時代なのだと思えば、

世界情勢の分析など、本当に簡単。 

＊ （復習・宇宙論的に）未来から見て、我々はうまく行ったのだ。だから今存在している。 

① 何事にも「最適状態」というものがある。我々の身体の健康も、心の健康も、国家の健康も、「最適状態」

と言うものがある。全てのものの「状態」は、人類のあり方と、宇宙の意味にまで、連動している。一

人一人がその全てに対応している。全ての場所が「宇宙の中心」である。いつも言う事だが、「例え孤独

に、洞窟の中に閉じ込められて死んでいかねばならない運命の人であったとしても、本当は孤独じゃな

い。その人が考えた事は必ず人類全体に伝わっている。」唯物論では、何も本当の事は分からない。近頃、

「癌」になる友人、知人が増えたので、最近見つけた「健康」に関する良い本をまず紹介する。 

「人が病気になるたった2つの原因 低体温・低酸素」（講談社）安保徹 

② 世界は激動期に入った。｢近未来・日本の可能性｣について、我々は主体的に、真剣に考えるべき時。「青

写真」が 1000 枚くらいあって良い。「戦略的に」それを考えている国民がたくさん出現する状態を作ら

ねばならない。 トランプ政権は、新たに、インド・太平洋地域で、台湾、モンゴル、ニュージーラン

ド、シンガポールの4つの国と新たに連携を強化すると6月 1日に米国国防省が発表したが、そのシナ

リオどおりに進んでおり、ついにアメリカ資本をチャイナから引き上げるようにトランプは宣言した。

既に戦争状態であると見なければならない。 

③ 香港に「人民解放軍」が入れば、来年にもチャイナ共産党の崩壊はありうる。しかし、その場合は「東

京オリンピック」はできなくなるだろう。 

④ そこまで急激に事態が進まない場合。激動の中心は朝鮮半島になる。北によって統一された半島は、短

距離核ミサイルを持ったまま統一される。（韓国軍のクーデターの可能性はゼロではないが。） 

ただし、ピョンヤンにアメリカの軍事顧問が常駐する状態で。そのとき韓国はもう存在せず、米軍も半

島にはいない。このタイミングで、我が国は必ずNATOの事を徹底的に国民に啓蒙して、アメリカの核シ

ェアを実現すると共に、その 1 年後の核武装をやり遂げてしまわねばならない。我々がしなければなら

ないことは膨大であり、そしてそれは必ずできる。 

⑤ 重要な国内世論の形成について。我々は上記のシナリオを良く分かっていないといけないが、大多数の

国民には「38 度線が対馬海峡まで下がる。大変な国難だ。憲法改正を早くして国軍にしなければならな

い。戦後最初に我が自衛隊が交戦する相手は、韓国軍になるかもしれない」と覚悟を持つように啓蒙し

なければならない。確かにそうなる可能性があるのだから。しかし真の政治目標は、38 度線を鴨緑江ま

で押し上げる事、統一朝鮮を北京に対峙させる事である。トランプ・安倍戦略がそこにあると見抜けな

ければ何も分からない。また、その状況で初めて「拉致問題」も解決できる。 

⑥ さて、最近、大東亜戦争終末期 昭和20 年 8 月 12 日に、我が国が核実験に成功していたと言う話が、

葛目様のご尽力で「アイデンティティ紙」に掲載されたが、私はこの件については、強く疑いを持って

いる。アメリカの公文書館にはその当時集められた本当の話も、嘘の話もたくさんあるのでにわかに信

じる事はできない。また仮に本当であったら、我が国にとって極めて不利な情報で、アメリカの我が国

への原爆投下も、ソ連の条約破りの参戦も、全部合理化されてしまう。一体何の為に、誰の為にこんな



情報を広めているのか。 

⑥ 「安部首相支持。消費増税反対の日の丸行進」を明日8月25日にする事について。 

消費増税実施はまだ100パーセント決まったわけじゃない。10月までに「戦争」が始まったり、ニューヨ

ーク株が5000ドルほども大暴落したりしたら、きっと中止になる。 

安倍首相は「軍事」「外交」以外はもうほとんど対応できない。「財務省」「文部科学省」「外務省」は本当

に根深い「外国勢力」とのつながりがあると私は思う。「首相がその気になったら何でもできる。」と言う

意見があるが、それはある一瞬だったらそうだが、それを継続はできない。麻生氏と「はだしのゲン」の

事。今になって思う事。 

⑦ 「ＭＭＴ理論」の正しさについて。南木倶楽部での丹羽春喜先生ご健在の頃からの長年の論争には意味が

あった。通貨について、自分で考えてみよう。「東方見聞録」の事。アメリカのドルは何によって担保さ

れているのか。昭和20年8月15日以後も、相当長く、国民党軍の「軍票」よりも、敗戦国の日本の「軍

票」の方が価値があり、それより更に「朝鮮銀行券」が圧倒的に価値があった。韓国の「ウォン」はどう

なるか、チャイナの「元」はどうなるか。 

⑧ 日本人が（我々が）もしも今のチャイナの支配層「共産党」を任されれば、本当はチャイナにはアメリカ

をしのぎ、世界史を新しい次元にもっていける可能性があった。共産党の幹部が全員、適正な給与以外の

全ての財産を地方振興の為に放棄して、寄付し、都市住民と、田舎の住民の戸籍の差別を5年以内に撤廃

すると宣言し、大規模な内需振興政策に転換することだった。 外国への投資をやめる、もちろん「南シ

ナ海」への軍事進出など狂気の沙汰なので、すぐに撤収する。国民所得のあまりの格差を是正し、全国民

にチャンスを平等に与える。こういった事は本当は統一国家であれば、為さねばならないことであった。

もちろん現実のチャイナは、そうしないからこそ現在のチャイナになった。 

⑨ 上皇陛下と憲法の関係。上皇陛下がすでに憲法と、あらゆる法律を超越するご存在である事。 

昭和天皇が「再軍備の必要性を述べておられた事の最近のＮＨＫ報道」について。 

⑩ 縄文文明と日本。竹田恒泰氏の「検定不合格 中学歴史」はすばらしい。 

⑪「フジ住宅裁判」。「フジ住宅」には労働組合がない。しかし、職員の健康と、人権を守る事に関して「不動

産業界」で一位。全国全上場企業中トップ 5 社のみが受ける事ができる総務大臣賞を受賞している。「株主

資本主義」と、そうでない資本主義。日本資本主義の可能性は「フジ住宅」にある。10月31日の裁判へ、

協力依頼。岸和田と私。 

⑬「宇宙プログラム」雪の結晶は一つずつ違う。あれは一瞬何かを考えている可能性がある。結晶、分子の整

列、半導体、脳。水晶。水。氷。ダイヤモンド。精神がいかにして物質をつくるかは謎だが、この宇宙は「精

神」によって設計され、生み出されている。どこかの次元で、精神と物質は一致しているのかもしれない。

「思考」は一瞬で宇宙の果てまで届く。「脳」と「体」。「整然と並ぶ半導体」と、「複雑な機械」。「夢見る惑

星」と、「さなぎ」。 

⑭ (復習)再度、脳梗塞からの完全復活に関して。「ゆっくりできない事は早くしてはいけない。」 

⑰ 我が国の本来の姿は「不文憲法」。幕末まで「大宝律令」が機能していた。前に有るものを全て壊さずに

やってきた。「日本国憲法」も根こそぎ無くなる事はないだろう。 日本人は書かれたものより深い世界が有

ることを無意識の内に知っている。ここが「契約社会」ではないところ。そしてその次元が「世界の課題」解

決には必要。 

（復習）ホログラム宇宙論。（再再度、宇宙物理学の現在と、世界像。「情報」の本質について。宇宙は「情報」(精神)だけかもしれない。イ

ンターネットと、「イデアの世界」。この世界が仮想現実であることを示す証明式 https://www.youtube.com/watch?v=Ftpz8mQiYnQ   

（推薦図書 アンダーラインは超重要。）（今強く推薦する書籍）Ⅰ「韓国のトリセツ」（ワニブックス）西村幸祐 Ⅱ「人が病気になるたっ

た2つの原因 低体温・低酸素」（講談社）安保徹 Ⅲ 雑誌「マタニティ・ヨーガ通信」の中に紹介されている「奇跡の復活」（中部日

本教育文化会）堀尾憲市 Ⅳ「検定不合格 中学歴史」（令和書房）竹田恒泰氏 Ⅴ「米中新冷戦の真実」（ワニブックス）馬渕睦夫・

河添惠子 Ⅵ ｢ＭＭＴ現代貨幣理論入門」（経営科学出版）三橋貴明 Ⅶ ｢差別された韓国で気づいたふるさと日本｣（桜の花出版）金田正

二 Ⅷ 「公益資本主義」（文春親書） 原丈人 Ⅸ「自立する国家のつくり方」(ルネサンス2019.8 vol1) Ⅹ「花と火の帝」（講談社文庫）

隆慶一郎 

（推薦する書籍｡）】①「大東亜戦争 失われた真実」（ハート出版）奥本康大 ②「日本にリベラリズムは必要ない。リベラルと言う破壊思想」

（KKベストセラーズ）田中英道 ③ 「美しき日本の残像」（朝日文庫）アレックス・カー  

（南木が繰り返しお勧めする名著）①「隠れていた宇宙」上下（ハヤカワ文庫）ブライアン・グリーン  ②「太平洋に消えた勝機」（光文社）

佐藤晃 ③「スープの手ほどき」（文藝春秋）辰巳芳子 ④「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎   以上  


